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□ 今号の内容 □ 
 

・東京都公文書館見学会開催します 

（第 40 回多摩デポ講座案内） 

・北海道の図書館から問い合わせ 

・各都道府県立図書館の県域内市町

村立図書館への図書資料の保存の

取組 ホームページから調査 

・（投稿）トルコ・シリア大地震の報

道に接して  

・メーリングリスト送信テスト報告 

・会の現勢 

 
 

東
京
都
公
文
書
館
の 

見
学
会
を
開
催
し
ま
す 

（
第
４０
回
多
摩
デ
ポ
講
座
） 

 

国
分
寺
市
内
に
東
京
都
公
文

書
館
が
開
館
し
て
、
ま
も
な
く

三
年
に
な
り
ま
す
。
長
年
、
港

区
竹
芝
の
海
岸
に
あ
っ
た
東
京

に
と
っ
て
大
事
な
施
設
が
（
地

域
開
発
の
た
め
の
仮
移
転
を
経

て
）
、
斬
新
な
建
物
を
建
て
て
移

転
し
て
き
ま
し
た
。 
 

当
初
行
わ
な
か
っ
た
施
設
見

学
を
、
市
民
団
体
に
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
多

摩
デ
ポ
と
し
て
申
し
込
ん
で
、

見
学
会
を
催
し
ま
す
。
ふ
だ
ん

利
用
者
が
資
料
を
請
求
し
て
使

う
閲
覧
室
、
企
画
展
示
を
見
ら

れ
る
展
示
室
だ
け
で
は
な
く
、

内
側
の
執
務
室
、
書
庫
・
資
料

庫
も
案
内
し
て
も
ら
え
ま
す
の

で
、
都
合
の
つ
く
方
は
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

・ 
・ 

・ 

そ
も
そ
も
公
文
書
館
は
、
公

文
書
の
保
存
を
す
る
施
設
。（
未

知
の
読
者
に
向
け
て
発
行
さ
れ

る
）
図
書
で
は
な
く
、
公
文
書

（
国
や
地
方
自
治
体
が
仕
事
を

す
る
中
で
作
成
し
た
文
書
）
を

整
理
、
保
存
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
現
に
動
い
て
い
る
事
業
の

公
文
書
（
現
用
文
書
）
で
は
な

く
、
事
業
の
終
了
後
に
残
す
こ

と
に
な
っ
た
公
文
書
（
歴
史
公

文
書
）
が
移
管
さ
れ
、
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
欧
米
で
は
記
録

や
文
書
を
残
し
て
お
く
重
要
さ

が
以
前
か
ら
意
識
さ
れ
、
文
書

館
、
公
文
書
館
が
作
ら
れ
て
き

た
そ
う
で
す
が
、
日
本
で
「
公

文
書
館
法
」
が
施
行
さ
れ
、
保

存
の
原
則
が
示
さ
れ
た
の
は
１

９
８
７
（
昭
和
６２
）
年
か
ら
。

一
般
的
に
は
、
図
書
館
に
比
べ

る
と
ま
だ
な
じ
み
が
薄
い
施
設

で
し
ょ
う
。 

で
は
今
の
社
会
や
生
活
に
関

わ
り
が
少
な
い
か
と
い
う
と
決

し
て
そ
う
で
は
な
く
、
都
公
文

書
館
に
は
例
え
ば
、
多
摩
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
関
係
の
大
変
多

く
の
記
録
や
文
書
、
そ
の
後
の

多
摩
の
地
域
開
発
文
書
も
移
さ

れ
整
理
さ
れ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

地
域
変
動
が
早
く
大
き
な
時
代
。

少
し
昔
の
地
域
の
こ
と
を
調
べ

た
い
時
に
は
、
大
い
に
役
に
立

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
他
の
県
の
公
文
書
館
と

は
違
い
、
２
６
０
年
間
も
幕
府

が
置
か
れ
、
大
名
や
旗
本
、
町

人
が
住
ん
だ
城
下
町
と
周
辺
の

天
領
が
あ
り
、
そ
の
後
は
首
都

で
あ
る
地
域
の
東
京
都
公
文
書

館
で
す
。
開
設
も
１
９
６
８
（
昭

和
４３
）
年
と
比
較
的
早
く
、
江

戸
時
代
か
ら
残
っ
て
こ
こ
に
移

さ
れ
た
古
文
書
、
そ
し
て
東
京

府
、
東
京
市
時
代
の
資
料
な
ど
、

戦
前
の
文
書
も
約
３
万
５
千
冊

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
（
そ
ん

な
施
設
が
廃
藩
置
県
の
初
め
は

神
奈
川
県
に
属
し
、
自
由
民
権

の
盛
ん
だ
っ
た
多
摩
の
地
に
よ

く
移
っ
て
き
た
も
の
だ
と
い
う

気
も
し
ま
す
）。 

 

多
摩
デ
ポ
通
信 

第
６２

号 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
共
同
保
存
図
書
館･

多
摩 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
３
年
２
月
２５
日
発
行 

〒1
8
2‐

0
0
1
1

調
布
市
深
大
寺
北
町
一‐

三
一‐

一
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
Ｈ
Ｐ
／h

ttp
s://w

w
w

.ta
m

a
d

e
p

o
.o

rg
/  

 

 
 

 

●
Ｅ-M

ail 
d

e
p

o
_
ta

m
a
@

y
a

h
o
o
.co

.jp
 



2 

 

そ
し
て
こ
こ
は
、『
東
京
市
史

稿
』
全
１
８
４
冊
や
『
都
史
紀

要
』
既
刊
４２
冊
な
ど
、
東
京
都

の
近
代
史
の
基
本
資
料
と
な
る

も
の
を
、
明
治
時
代
か
ら
引
き

継
い
で
編
纂
・
発
行
す
る
事
業

を
担
っ
て
い
る
部
署
で
も
あ
り

ま
す
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
紹
介
や
啓
発
の
記
事
、

読
み
物
、
視
覚
的
に
も
楽
し
い

保
存
文
書
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
公
開
な
ど
が
活
発
で
す
。

ど
ん
な
施
設
か
見
当
が
付
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

・ 

・ 

・ 

東
京
都
公
文
書
館
は
都
立
多

摩
図
書
館
の
隣
に
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
国
分
寺
駅
の
改
札
を
南

口
に
出
て
、
す
ぐ
左
折
、
道
案

内
に
従
っ
て
徒
歩
８
分
。 

見
学
会
の
日
時
は
、
３
月
１３

日
（
月
）
午
後
１
時
３０
分
か
ら

午
後
３
時
。
参
加
者
は
午
後
１

時
２０
分
に
、
公
文
書
館
入
口
を

入
っ
た
ロ
ビ
ー
に
集
合
で
す
。

館
内
の
狭
い
所
に
も
入
る
た
め

受
入
れ
定
員
は
１５
人
と
少
な
く
、

参
加
さ
れ
た
い
方
は
３
月
９
日

（
木
）
必
着
で
、
メ
ー
ル
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
多
摩
デ
ポ
に

お
申
込
み
下
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０

４
２‐

４
８
４‐

３
９
４
５
。
電

話
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。
参

加
で
き
る
か
は
、
必
ず
ご
連
絡

し
ま
す
。 

 ▼
申
込
み
時
に
伝
え
て
ほ
し
い

こ
と ①

氏
名 

②
連
絡
先
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
か
電
話
番
号 

③
図
書
館
所
属
の
方
は
図
書

館
名 

 

今
回
は
、
多
摩
デ
ポ
会
員
か

図
書
館
に
お
勤
め
の
方
が
優
先

で
す
。
希
望
が
多
い
時
に
は
参

加
者
は
調
整
さ
せ
て
下
さ
い
。 

 
 

     

北
海
道
の
図
書
館
か
ら 

多
摩
デ
ポ
に
問
い
合
わ
せ 

 

１
月
下
旬
、
音
更
町
立
図
書

館
の
職
員
か
ら
多
摩
デ
ポ
の
活

動
と
多
摩
の
共
同
保
存
の
現
状

に
質
問
の
メ
ー
ル
が
入
り
ま
し

た
。
音
更
町
（
お
と
ふ
け
ち
ょ

う
）
は
十
勝
地
方
、
帯
広
市
の

隣
に
あ
る
、
主
に
農
業
の
町
。 

北
海
道
図
書
館
振
興
協
議
会

（
事
務
局
：
北
海
道
立
図
書
館
）

が
組
織
す
る
チ
ー
ム
で
「
公
立

図
書
館
に
お
け
る
資
料
の
共
同

保
存
と
除
籍
」
を
調
査
研
究
し

て
い
る
そ
う
で
す
。 

「
現
在
の
北
海
道
内
で
の
取

組
状
況
や
全
国
の
先
進
的
な
取

組
を
調
査
し
、
今
後
の
北
海
道

内
で
の
共
同
保
存
の
可
能
性
や
、

そ
の
方
向
性
を
探
る
」
と
の
趣

旨
で
活
動
し
て
い
る
。
全
国
の

先
進
事
例
と
し
て
は
、「
共
同
保

存
図
書
館
・
多
摩
」
、
「
滋
賀
県

保
存
セ
ン
タ
ー
」
、
「
愛
知
県
図

書
館
」
、
「
京
都
府
立
図
書
館
」

を
選
出
、
調
べ
て
ま
と
め
た
い
。

「
最
終
的
に
は
、
北
海
道
の
公

立
図
書
館
で
の
共
同
保
存
の
方

法
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
視

野
に
入
れ
、
冊
子
に
す
る
予
定
」

と
あ
り
ま
し
た
。 

メ
ー
ル
で
は
返
事
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
日
曜
日
の
閉
館
後

に
電
話
を
入
れ
、
時
間
を
か
け

て
話
し
ま
し
た
。
多
摩
デ
ポ
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
閲
覧
さ
れ
、『
多

摩
デ
ポ
通
信
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
や
、
多
摩
デ
ポ
の
母
体
と
な

っ
た
「
多
摩
地
域
の
図
書
館
を

む
す
び
育
て
る
会
」
が
２
０
０

３
年
に
発
行
し
た
『
東
京
に
デ

ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を 

多
摩
発
、
共
同
保
存
図
書
館
基

本
構
想
』
も
読
ん
で
、
経
過
を

理
解
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
道
立

図
書
館
に
は
『
多
摩
デ
ポ
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
』
の
所
蔵
が
あ
り
、

道
立
か
ら
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
も
紹

介
さ
れ
な
が
ら
、「
多
摩
デ
ポ
」

に
つ
い
て
も
調
査
し
よ
う
と
な

っ
た
そ
う
で
す
。 

北
海
道
の
具
体
的
取
組
は
ま
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だ
こ
れ
か
ら
だ
そ
う
で
す
が
、

道
立
と
市
町
村
立
の
図
書
館
が

一
緒
に
な
っ
て
「
共
同
保
存
」

を
研
究
し
て
い
る
、
現
役
職
員

が
仕
事
と
し
て
調
査
し
て
い
る

様
子
に
う
ら
や
ま
し
さ
も
感
じ

な
が
ら
、
こ
こ
二
週
間
ば
か
り

応
対
し
て
い
ま
し
た
。 

二
年
前
の
山
口
源
治
郎
氏
の

「
多
摩
デ
ポ
講
座
」
に
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
静
岡
県
立
図
書

館
の
新
館
移
転
後
の
共
同
保
存

事
業
の
立
ち
上
げ
を
望
む
県
民

の
方
が
参
加
さ
れ
、
後
に
は
『
多

摩
デ
ポ
通
信
』
に
文
章
を
寄
せ

ら
れ
、「
多
摩
デ
ポ
」
の
活
動
に

高
い
評
価
を
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
も
思
い
出
し
ま
し
た
。 

全
国
の
共
同
保
存
の
現
状
は
、

こ
の
あ
と
に
掲
載
す
る
調
査
報

告
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
県
は
ま

だ
少
な
い
で
す
が
、
多
く
の
県

で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
事
務
局 

堀
） 

  

         
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
じ
め
に 

 

多
摩
デ
ポ
で
は
、
全
国
の
都

道
府
県
立
図
書
館
の
県
域
内
市

町
村
立
図
書
館
へ
の
、
図
書
資

料
の
保
存
の
取
組
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
き
た
。

都
道
府
県
立
図
書
館
（
以
下

「
県
」
と
略
記
し
、
都
府
県
・

図
書
館
の
表
記
は
略
す
る
）
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と

も
検
討
し
た
が
、
今
で
は
ど
こ

で
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

計
画
や
実
績
の
掲
載
が
行
わ
れ

る
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
各
「
県
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
２
０
２
２
年
後
半

に
閲
覧
し
、「
県
」
の
県
域
内
市

町
村
立
図
書
館
へ
の
、
図
書
資

料
の
保
存
の
取
組
状
況
を
把
握

し
た
。 

そ
の
結
果
を
以
下
に
報
告
し

て
い
き
た
い
。
一
部
の
館
に
は

問
い
合
わ
せ
も
行
っ
た
が
、
無

回
答
の
館
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

把
握
し
た
ま
ま
を
記
載
す
る
。 

 

ま
た
全
国
公
共
図
書
館
協
議

会
が
、
２
０
１
８
年
度
・
２
０

１
９
年
度
の
二
ヶ
年
で
「
公
立

図
書
館
に
お
け
る
蔵
書
構
成
・

管
理
」
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
い
、
そ
の
一
環
で
２
０
１
８

年
度
に
は
全
国
の
公
立
図
書
館

を
対
象
に
実
態
調
査
を
行
い
、

全
「
県
」
か
ら
回
答
を
得
て
い

る
。
そ
の
中
で
、「
県
」
の
県
域

内
市
町
村
立
図
書
館
へ
の
資
料

保
存
の
取
組
に
つ
い
て
も
調
査

し
て
い
た
。
そ
の
結
果
や
事
例

報
告
も
参
考
と
し
た
（
以
下
「
報

告
書
」
と
略
）。 

・「
全
国
公
共
図
書
館
協
議
会
／
編 

『
２
０
１
９
年
度
（
令
和
元
年

度
）
公
立
図
書
館
に
お
け
る
蔵
書

構
成
・
管
理
に
関
す
る
報
告
書
』

（
２
０
２
０
年
３
月
発
行
） 

全

国
公
共
図
書
館
協
議
会
」 

 

・
な
お
、
こ
の
全
国
公
共
図
書
館
協

議
会
の
情
報
は
、
東
京
都
立
図
書

館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
、
そ

の
中
の
「
調
査
研
究
報
告
書
」
の

項
に
は
、
各
報
告
書
を
全
文
掲
載

し
て
あ
り
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

１ 

「
報
告
書
」
か
ら
「
図

書
の
共
同
保
存
を
行
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
「
県
」 

  

「
報
告
書
」
の
地
図
（
ｐ
．
63
）

に
よ
る
と
図
書
［
雑
誌
・
新
聞

の
記
載
も
あ
り
］
の
共
同
保
存

を
行
っ
て
い
る
の
は
埼
玉
、
富

山
、
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
京

都
で
、
事
例
報
告
が
あ
る
の
は

愛
知
、
滋
賀
、
京
都
で
あ
る
（
ｐ
．

93
～
99
）。 

 

「
報
告
書
」
事
例
報
告
と
各

「
県
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、「
県
」
が
県
域
内
で
所
蔵
が

ラ
ス
ト
ワ
ン
で
あ
る
図
書
デ
ー

タ
を
把
握
し
、
県
域
内
に
周
知

し
て
い
る
の
は
埼
玉
と
愛
知
。

各
都
道
府
県
立
図
書
館
の 

県
域
内
市
町
村
立
図
書
館
へ

の
図
書
資
料
の
保
存
の
取
組 

―

各
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

 
 

全
国
の
現
状
を
探
る―

 
 

 

鬼
倉
正
敏
（
事
務
局
） 
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県
域
内
か
ら
の
求
め
に
よ
り
、

除
籍
図
書
を
「
県
」
が
保
存
し

て
い
る
の
は
富
山
、
愛
知
、
三

重
、
滋
賀
、
京
都
で
あ
る
。 

愛
知
は
２
０
１
２
年
に
「
愛

知
県
内
公
立
図
書
館
所
蔵
希
少

資
料
保
存
要
綱
」
を
策
定
し
２

０
１
４
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

ラ
ス
ト
ワ
ン
図
書
デ
ー
タ
を
年

一
回
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

番
号
か
ら
指
定
し
提
供
し
て
い

る
。
ラ
ス
ト
ワ
ン
は
各
図
書
館

で
保
存
す
る
の
が
原
則
だ
が
、

「
県
」
に
移
管
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
、
選
定
し
て
受

入
し
て
い
る
。『
事
業
年
報
２
０

２
２
年
度 

（
２
０
２
１
年
度
事

業
報
告
書
）
』（
２
０
２
２
年
発
行
）

の
「
市
町
村
立
図
書
館
等
へ
の

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
」
の

「
あ
い
ち
ラ
ス
ト
ワ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
項
に
は
、
２
０

２
１
年
度 

２
７
６
３
冊
（
同
２

０
年
度
２
８
３
３
冊
、
同
１
９

年
度
１
２
４
８
冊
）
を
「
搬
入

し
、
順
次
整
理
し
て
い
る
」
と

あ
る
。 

滋
賀
は
、
１
９
９
２
年
に
新

書
庫
が
完
成
し
、
滋
賀
県
公
共

図
書
館
協
議
会
で
「
滋
賀
県
資

料
保
存
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
つ

い
て
」
を
合
意
し
開
始
し
た
。

当
初
は
「
県
」
未
所
蔵
は
す
べ

て
対
象
と
し
て
い
た
が
、
二
年

後
に
は
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
県
内
図
書
館
相
互
貸
借
の

対
象
と
な
っ
た
図
書
は
、
除
籍

時
に
移
管
し
て
い
る
。『
滋
賀
県

立
図
書
館
事
業
概
要
（
令
和
４

年
度
）
』（
２
０
２
２
年
発
行
）
に

「
資
料
保
存
セ
ン
タ
ー
機
能
」

「
市
町
立
図
書
館
の
除
籍
図
書

移
管
」
で
２
０
２
１
年
度
１
４

４
２
冊
（
同
２
０
年
度
１
１
７

４
冊
、
同
１
９
年
度
１
６
３
９

冊
）
を
受
入
、
と
書
か
れ
て
い

る
。 京

都
は
、
２
０
０
８
年
に
京

都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
が

『
府
内 

１
冊
の
み
所
蔵
図
書

の
保
存
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
、
「
県
」
が
『
府
内
１
冊
所

蔵
図
書
京
都
府
立
図
書
館
移
管

要
項
』
を
策
定
し
、
共
同
保
存

を
開
始
し
た
。
各
図
書
館
で
の

保
存
が
原
則
だ
が
、「
県
」
に
移

管
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
、
選
定
し
て
受
入
れ
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
事
業
概
要
（
令

和
３
年
度
の
ま
と
め
）』（
２
０
２

２
年
発
行
）
か
ら
は
、
実
績
の
記

載
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

事
例
報
告
の
無
い
「
県
」
は
、

各
「
県
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

閲
覧
し
た
。 

埼
玉
は
、
埼
玉
県
図
書
館
協

会
公
共
図
書
館
部
会
加
入
館
で

「
埼
玉
県
公
共
図
書
館
等
に
お

け
る
資
料
保
存
に
関
す
る
協

定
」
を
２
０
０
６
年
に
定
め

（「
県
」
で
は
な
く
埼
玉
県
図
書

館
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
、
埼
玉

版
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
総
合
目
録
か
ら
単

館
所
蔵
デ
ー
タ
を
抽
出
し
各
単

館
所
蔵
館
に
配
布
し
、
各
館
で

の
分
担
保
存
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
県
」
が
県
域

内
ラ
ス
ト
ワ
ン
を
把
握
し
県
域

内
に
周
知
し
て
い
る
例
と
し
た
。

『
令
和
４
年
度
要
覧
』（
２
０
２

２
年
発
行
）
で
「
県
域
で
の
資
料

保
存
の
推
進
」
と
し
て
、
２
０

２
１
年
度
に
加
入
機
関
１
１
５
、

対
象
冊
数
４
８
５
１
６
２
。
な

お
埼
玉
に
は
県
立
が
二
館
あ
る

が
、
担
当
館
は
「
熊
谷
」
と
し

て
い
る
。 

富
山
は
、『
富
山
県
立
図
書
館

年
報 

令
和
３
年
度
』（
２
０
２

２
年
発
行
）
に
「
資
料
保
存
の
た

め
の
図
書
館
」
の
項
目
で
、
２

０
２
１
年
度
、
滑
川
市
立
図
書

館
等
、
除
籍
６２
冊
、
そ
の
う
ち

資
料
セ
ン
タ
ー
収
蔵
図
書
と
し

て
受
入
１９
冊
を
記
載
し
て
い
る

（
同
２
０
年
度
除
籍
２
４
８
冊
、

受
入
８１
冊
、
同
１
９
年
度
除
籍

３
９
７
冊
、
受
入
２
５
１
冊
）
。

こ
れ
か
ら
「
県
」
が
受
入
れ
る

例
と
し
た
。 

 

三
重
は
、『
三
重
県
立
図
書
館

資
料
収
集
方
針
』
で
「
県
内
市

町
図
書
館
等
の
除
籍
資
料
」
の

「
必
要
な
も
の
の
受
入
」
と
あ 
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る
。『
三
重
県
立
図
書
館
改
革
実

行
計
画 

だ
れ
に
も
図
書
館
』

（
２
０
２
１
年
発
行
）
で
「
市
町

立
図
書
館
の
除
籍
資
料
の
受
入

れ
（
２
０
１
３
年
度
に
保
存
実

施
要
領
策
定
）
」
「
保
存
す
る
体

制
を
構
築
」
と
の
記
載
が
あ
り
、

「
県
」
が
受
入
れ
る
例
と
し
た
。

し
か
し
『
図
書
館
概
要 
令
和

４
年
度
』（
２
０
２
２
年
発
行
）
で

は
、
そ
の
実
績
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。 

 

２ 

「
報
告
書
」
で
「
図
書

の
共
同
保
存
を
行
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
な
か
っ
た

「
県
」 

  

「
共
同
保
存
を
行
っ
て
い
る
」

と
は
回
答
し
な
か
っ
た
「
県
」

で
も
、
そ
れ
に
関
わ
る
記
載
が

収
集
方
針
、
長
期
計
画
、
新
館

計
画
等
に
は
書
か
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。
よ
く
調
べ
る
必
要

を
感
じ
る
が
、
年
報
、
概
要
等

を
詳
細
に
見
て
い
っ
て
も
、
ま

だ
実
績
数
字
を
記
載
し
て
い
る

例
は
確
認
で
き
な
い
。 

以
下
は
、「
長
期
計
画
、
新
館

計
画
等
で
図
書
の
共
同
保
存
が

記
載
さ
れ
た
「
県
」
の
、
直
近

の
計
画
等
の
み
を
記
載
し
て
お

く
。 

  

北
海
道
は
、
『
資
料
収
集
方

針
』
に
「
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
」「
市
町
村
立
図
書
館

等
の
求
め
に
応
じ
」「
資
料
の
一

部
を
譲
り
受
け
、
保
存
し
、
利

用
に
供
す
る
」
と
あ
る
。 

 

宮
城
は
、『
第
３
期
宮
城
県
図

書
館
振
興
基
本
計
画 

（
平
成

３０
（
２
０
１
８
）
年
度
～
平
成

３４
（
２
０
２
２
）
年
度
』（
２
０

１
８
年
）
の
「
施
策
の
方
向
性
」

で
「
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
「
県
内
最
後
の
１
冊
」
の
保

存
の
あ
り
方
を
含
め
」「
市
町
村

図
書
館
等
に
対
す
る
資
料
保
存

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
る
。 

 

福
島
は
、『
令
和
４
（
２
０
２

２
）
年
度
重
点
項
目
』
に
「「
市

町
村(

図
書
館
・
公
民
館
等)

を

支
え
る
図
書
館
」
で
あ
る
た
め

に
」「
資
料
保
存
の
た
め
の
分
担

や
デ
ポ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

に
関
す
る
他
県
の
状
況
等
を
調

査
」
と
あ
る
。 

千
葉
は
、
２
０
２
６
年
度
に

新
館
開
館
予
定
の
下
、『
要
覧
令

和
４
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
』

（
２
０
２
２
年
発
行
）
に
「
千
葉

県
立
図
書
館
行
動
計
画
」
で
「
県

内
最
後
の
１
冊
保
存
体
制
の
検

討
」
２
０
２
１
、
２
２
年
度
検

討
、
２
３
年
度
実
施
と
し
て
い

る
。 福

井
は
、『
福
井
県
立
図
書
館

年
報 

令
和
４
年
度
（
令
和
３

年
度
事
業
実
績
）
』（
２
０
２
２
年

発
行
）
に 

福
井
県
立
図
書
館
運

営
基
本
方
針
で
「
図
書
館
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
拡
大
」「
県

下
で
残
す
べ
き
資
料
の
県
立
図

書
館
で
の
受
入
計
画
の
作
成
」

と
し
て
い
る
。 

静
岡
は
、
２
０
２
６
年
度
完

成
予
定
の
新
中
央
館
の
『
新
県

立
中
央
図
書
館
基
本
計
画
』
２

０
１
９
年 
静
岡
県
教
育
委
員

会
策
定
で
、 

資
料
保
存
方
針
に

「
県
内
図
書
館
で
所
蔵
で
き
な

く
な
っ
た
資
料
の
う
ち
、
県
立

図
書
館
と
し
て
保
存
の
必
要
性

を
認
め
た
資
料
に
つ
い
て
」「
可

能
な
範
囲
で
の
受
入
を
検
討
す

る
」
と
し
て
い
る
。 

 

奈
良
は
、『
世
界
に
開
か
れ
た

情
報
拠
点
を
め
ざ
し
て 

－
県

立
図
書
館
整
備
基
本
構
想
の
策

定
に
寄
せ
て
』
１
９
９
５
年 

 

奈
良
県
教
育
委
員
会
で
、「
県
立

図
書
館
が
県
域
の
資
料
保
存
セ

ン
タ
ー
と
な
る
べ
き
」
と
い
う

意
見
も
あ
る
。「
し
か
し
県
立
図

書
館
１
館
で
行
う
に
は
、
そ
の

業
務
量
が
膨
大
で
」「
広
大
な
書

庫
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
」「
こ
の
業

務
量
と
施
設
整
備
は
県
立
図
書

館
を
別
に
一
館
準
備
す
る
に
等

し
い
」「
県
レ
ベ
ル
で
の
完
全
な

保
存
セ
ン
タ
ー
」
は
「
現
実
的

で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、「
共

有
体
制
に
つ
い
て
の
提
案
」
を

示
し
、
さ
ら
に
「
市
町
村
図
書

館
が
廃
棄
」「
す
る
資
料
に
つ
い

て
、
新
県
立
図
書
館
は
収
集
方
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針
と
合
致
す
る
も
の
の
寄
贈
」

を
受
入
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
『
要
覧
２
０
２
２ 

令

和
３
年
度
図
書
情
報
館
年
報
』

及
び
開
館
直
後
の
２
０
０
６
年

版
等
で
は
、
実
績
の
記
載
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

岡
山
は
、『
令
和
３
年
度 

年

報
』（
２
０
２
２
年
発
行
）
の
「
岡

山
県
立
図
書
館
第
４
次
中
期
サ

ー
ビ
ス
目
標
の
概
要 

２
０
２

１
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度
ま

で
の
５
年
間
」
で
「
資
料
保
存

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
図
書
館
」

に
「
県
内
公
共
図
書
館
等
の
移

管
資
料
の
受
入
れ
を
行
う
」
と

あ
る
が
、
実
績
の
記
載
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
問
合
せ
た
と

こ
ろ
、
２
０
２
１
年
度 

１
９

０
８
点
（
学
校
図
書
館
か
ら
の

移
管
を
含
む
）
と
過
去
三
年
分

の
実
績
（
２
０
年
度
１
２
１
４

点
、
１
９
年
度
５
７
６
点
）
の

回
答
を
い
た
だ
き
、
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

広
島
は
、『
広
島
県
立
図
書
館

資
料
収
集
方
針
』
で
「
資
料
の

保
存
と
廃
棄
」
で 

「
資
料
保
存

の
責
任
を
果
た
す
た
め
、 

市
町

立
図
書
館
の
求
め
に
応
じ
て 

、

そ
れ
ら
の
館
の
蔵
書
の
一
部
を

譲
り
受
け
て
、
保
存
し
、
提
供

す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す

る
」
と
し
て
い
る
。 

高
知
は
、『
第
２
期
オ
ー
テ
ピ

ア
高
知
図
書
館
（
高
知
県
立
図

書
館
・
高
知
市
立
市
民
図
書
館
）

サ
ー
ビ
ス
計
画
』
２
０
２
１
年

策
定
で
「
市
町
村
立
図
書
館
等

へ
の
支
援
（
県
立
図
書
館
機

能
）
」
「
市
町
村
立
図
書
館
等
で

保
存
し
き
れ
な
く
な
っ
た
資
料

の
う
ち
、
必
要
で
保
存
価
値
の

あ
る
も
の
を
集
約
し
て
保
存
し

ま
す
」
と
あ
る
。
実
績
の
記
載

が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
問
合

せ
た
と
こ
ろ
、
計
画
に
は
県
立

の
役
割
と
し
て
記
載
し
た
が
、

実
際
に
は
で
き
て
い
な
い
と
回

答
が
あ
っ
た
。 

福
岡
は
、『
福
岡
県
立
図
書
館

資
料
収
集
方
針
』
に
「
収
集
の

基
本
方
針
」「
市
町
村
立
図
書
館

等
の
除
籍
資
料
の
中
か
ら
、
県

立
図
書
館
の
蔵
書
構
成
及
び
資

料
的
価
値
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
必
要
な
も
の
は
保
存
し
再

活
用
を
図
る
な
ど
、
県
域
の
保

存
図
書
館
と
し
て
の
役
割
を
担

う
」
と
あ
る
。 

長
崎
は
、
ミ
ラ
イ
ｏ
ｎ
図
書

館
［
長
崎
県
立
図
書
館
と
大
村

市
立
図
書
館
の
施
設
区
分
の
な

い
一
つ
の
図
書
館
と
し
て
整

備
］
は
、
『
「
県
立
・
大
村
市
立

一
体
型
図
書
館
及
び
郷
土
資
料

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
整
備
基
本

計
画
』
２
０
１
４
年
長
崎
県
教

育
委
員
会 

大
村
市
教
育
委
員

会
策
定
で
、「
一
体
型
図
書
館
の

基
本
的
な
考
え
方
」「
資
料
の
保

存
に
つ
い
て 

」
「
県
立
図
書
館

は
、
資
料
保
存
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
県
内
に
最
低
１
冊
は
資
料

が
あ
る
状
態
を
目
指
す
」
と
あ

る
。 

 
３ 
ま
と
め 

  

「
県
」
の
県
域
内
市
町
村
立

図
書
館
へ
の
、
図
書
資
料
の
保

存
の
取
組
状
況
の
把
握
を
、「
報

告
書
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
で
行
っ
た
。 

図
書
の
共
同
保
存
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
岡
山
と
「
報
告
書
」

の
埼
玉
、
富
山
、
愛
知
、
三
重
、

滋
賀
、
京
都
で
あ
る
。
分
担
保

存
の
埼
玉
以
外
は
、
除
籍
図
書

を
「
県
」
が
選
定
し
て
受
入
し

て
い
る
。 

計
画
中
は
２
０
２
２
年
度
中

に
具
体
的
な
計
画
の
あ
る
福
島
、

福
井
、
新
館
計
画
に
よ
る
千
葉
、

静
岡
で
あ
る
。
し
か
し
、
計
画

に
記
載
が
あ
っ
て
も
実
施
し
て

い
な
い
高
知
の
例
も
あ
る
、
今

後
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

多
摩
デ
ポ
が
提
唱
す
る
「
除

籍
図
書
の
受
入
に
よ
る
共
同
保

存
」
に
つ
い
て
は
、
実
施
６
、

計
画
中
４
、
収
集
方
針
、
計
画

等
に
は
あ
る
が
実
施
に
い
た
ら

な
い
７
、
合
計
17
で
あ
る
。 
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実
施
館
で
は
岡
山
の
よ
う
に

年
次
的
に
実
績
を
上
げ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
受
入
図
書

の
選
定
が
行
わ
れ
、
課
題
と
し

て
は
広
が
っ
て
い
て
も
実
施
ま

で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。 

実
施
が
進
ま
な
い
理
由
は
、

「
報
告
書
」
の
事
例
か
ら
は
業

務
量
と
保
存
ス
ペ
ー
ス
が
挙
げ

ら
れ
る
。
「
報
告
書
」
で
「
「
書

庫
が
収
蔵
能
力
の
限
界
を
迎
え

る
と
予
想
さ
れ
る
年
数
」
で
は
、

「
１
～
５
年
後
」
が 

２
９
．

８
％
、「
既
に
限
界
に
達
し
て
い

る
」
が
２
３
．
４ 

％
と
、
限
界

に
近
い
状
況
の
図
書
館
が
半
数

を
占
め
た
」
（
ｐ
．
57
）
。 

多
摩
デ
ポ
は
今
後
も
、
今
回

把
握
し
た
現
状
を
見
据
え
、
共

同
保
存
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

     

〔
投
稿
２
／
１２
〕 

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
の

報
道
に
接
し
て 

  

２
月
６
日
の
地
震
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

広
範
囲
に
わ
た
る
激
し
い
被

害
の
報
道
に
、
命
の
無
事
と
暖

か
い
居
場
所
・
飲
食
物
が
い
ち

早
く
行
き
届
く
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
各
国
や
、
ユ
ニ
セ

フ
等
の
多
く
の
団
体
に
よ
る
支

援
が
始
ま
っ
て
お
り
、
募
金
も

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
い

ま
は
、
命
を
救
い
繋
ぐ
こ
と
が

第
一
で
、
被
害
の
全
貌
も
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
時
期
で
す
が
、

こ
の
後
の
復
旧
・
復
興
ま
で
に

も
お
そ
ら
く
長
い
時
間
が
必
要

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

元
々
両
国
の
図
書
館
事
情
を

知
ら
ず
、
図
書
館
の
現
状
に
関

す
る
報
道
も
見
か
け
な
い
の
で

様
子
が
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
図

書
館
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
後
、
私
は
日
本
図
書
館
協
会

の
東
日
本
大
震
災
対
策
委
員
を

務
め
ま
し
た
。
そ
の
折
に
は
、

複
数
の
国
の
団
体
や
個
人
か
ら

の
お
見
舞
い
、
ご
支
援
の
お
申

し
出
、
支
援
の
仲
介
依
頼
に
接

し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
の

自
治
体
の
各
図
書
館
へ
も
、
各

国
か
ら
仮
設
図
書
館
や
移
動
図

書
館
車
を
は
じ
め
様
々
な
物
品

等
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
国
に
よ
る
復
旧
・
復
興

予
算
で
整
備
さ
れ
な
い
部
分
に
、

現
地
の
要
望
を
把
握
し
て
届
い

た
ケ
ー
ス
の
支
援
は
、
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。 

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
は
、
い
ま

は
命
を
守
る
緊
急
支
援
が
必
要

で
す
。
で
す
が
、
そ
れ
で
終
わ

り
で
は
な
く
、
今
後
も
長
い
ス

パ
ン
で
被
災
地
の
状
況
を
注
視

し
、
も
し
今
後
被
災
地
の
図
書

館
や
読
書
活
動
を
支
援
す
る
団

体
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
こ
へ
の

支
援
も
考
え
て
い
け
た
ら
と
思

う
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
も
、
情
報
や
読
書
環

境
を
提
供
し
、
町
や
人
々
の
心

の
復
興
に
大
き
な
力
を
果
た
し

た
図
書
館
・
図
書
館
員
、
図
書

館
資
料
。
そ
れ
ら
の
力
を
信
じ

て
。
そ
し
て
貴
重
な
図
書
館
資

料
が
安
全
な
場
所
に
置
か
れ
、

末
永
く
確
実
に
保
存
さ
れ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

２
月
１０
日
の
国
立
国
会
図
書

館
の
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

に
は
、「
国
際
図
書
館
連
盟
（
Ｉ

Ｆ
Ｌ
Ａ
）、
ト
ル
コ
と
シ
リ
ア
に

お
け
る
地
震
に
関
す
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
表
」
の
記
事
が
あ
り
、

“
す
で
に
両
国
内
外
の
図
書
館

員
が
支
援
の
た
め
に
行
動
し
始

め
て
い
る
”
の
だ
そ
う
で
す
。 

 https://current.ndl.go

.jp/car/172304 
 

日
本
図
書
館
協
会
の
「
図
書

館
リ
ン
ク
集
」
の
「
世
界
主
要

国
図
書
館
協
会
等
」
に
は
ト
ル

コ
の
図
書
館
協
会
の
名
称
も
載

っ
て
い
ま
す
。 

 

https://current.ndl.go.jp/car/172304
https://current.ndl.go.jp/car/172304
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★
会
の
現
勢 

 
 ２

０
２
３
年
２
月
２０
日
現
在 

 
 
 

●
正
会
員 

 
 
 

 

（
個
人 

８０
名
） 

 
 
 

 

（
団
体 

２
団
体
） 

 
 

●
賛
助
会
員 

 
 
 

 

（
個
人 

３５
名
） 

 
 
 

 

（
団
体 

２
団
体
） 

 
 

 

●
年
会
費 

正
会
員 

五
千
円 

賛
助
会
員
一
口
二
千
円 

 
  

 ◎ 

２
０
２
１
年
度
と
２
２

年
度
の
会
費
を
未
納
の

方
に
は
振
込
票
を
同
封

し
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
納
入
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
l
a
.
or
.
j
p
/

l
i
nk
/
t
a
b
i
d
/
1
7
1
/
D
efa

u
l
t
.
a

s
p
x
#
a
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n 

 検
索
し
て
み
る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

今
後
、
国
立
国
会
図
書
館
や

日
本
図
書
館
協
会
の
災
害
対
策

委
員
会
の
動
き
な
ど
を
注
目
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

[

追
記 

２
／
２２]

 

２
月
21
日
の
カ
レ
ン
ト
ア
ウ

ェ
ア
ネ
ス
に
「
ト
ル
コ
図
書
館

員
協
会
ら
、
震
災
義
援
金
を
募

集
中
」
の
情
報
が
載
り
ま
し
た
。 

 h
t
t
p
s
:
/
/
c
u
r
r
e
n
t
.
nd
l
.
g
o

.
j
p
/
c
a
r
/
1
7
2
9
5
1 

 

(

会
員 

吉
田
光
美) 

        

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト 

 

送
信
テ
ス
ト
報
告 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、
12
月
に
事
務
局
発
で
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
Ｍ
Ｌ
）
に
送

信
テ
ス
ト
の
メ
ー
ル
を
発
信
し

ま
し
た
。
３
日
に
は
本
文
の
み
、

10
日
は
添
付
フ
ァ
イ
ル
付
き
で

し
た
。
無
事
に
受
け
取
っ
て
い

た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？ 

「
テ
ス
ト
」
と
は
記
載
せ
ず

一
般
的
な
内
容
の
告
知
メ
ー
ル

に
し
た
の
で
、
普
通
に
読
ん
で

終
わ
っ
た
方
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
の
テ
ス
ト
は
届

い
て
い
な
い
人
向
け
で
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
メ
ー
ル
を
受

け
取
れ
な
い
方
か
ら
連
絡
を
い

た
だ
い
て
、
不
着
の
原
因
を
探

る
の
が
目
的
で
し
た
。 

 

実
際
に
「
届
い
て
い
ま
せ
ん
」

と
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
自
分
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
が
近
日
変
更
予
定
」

と
知
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
方
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
有

効
で
す
。
不
定
期
発
行
な
の
で
、

ア
ド
レ
ス
変
更
は
早
め
に
知
ら

せ
て
い
た
だ
く
と
、
切
れ
目
な

く
メ
ー
ル
を
お
届
け
で
き
ま
す
。

同
じ
人
が
複
数
ア
ド
レ
ス
を
登

録
す
る
の
も
可
能
で
す
の
で
、

移
行
期
間
は
新
旧
ア
ド
レ
ス
を

登
録
す
る
対
応
も
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
一
回
の
発
信
に
15
人

ほ
ど
の
ア
ド
レ
ス
は
〈
不
着
〉

と
い
う
通
知
が
管
理
者
に
届
き

ま
す
。
理
由
の
大
半
は
「
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
存
在
し
な
い
」

で
す
。
他
に
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

が
一
杯
と
か
、
Ｍ
Ｌ
の
ア
ド
レ

ス
が
受
信
拒
否
さ
れ
る
な
ど
が

理
由
で
不
着
に
な
っ
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。 

 

Ｍ
Ｌ
に
は
事
務
局
、
会
員
か

ら
毎
月
何
か
し
ら
発
信
が
あ
り

ま
す
。「
２
，
３
ヶ
月
、
メ
ー
ル

が
来
な
い
な
」
と
い
う
場
合
は
、

不
着
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
で
す
。
そ
の
よ
う
な
方
は
、

ま
ず
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

（
事
務
局
Ｍ
Ｌ
担
当 

 

蓑
田
） 

 

 

 

https://www.jla.or.jp/link/tabid/171/Default.aspx#association
https://www.jla.or.jp/link/tabid/171/Default.aspx#association
https://www.jla.or.jp/link/tabid/171/Default.aspx#association
https://current.ndl.go.jp/car/172951
https://current.ndl.go.jp/car/172951

